
コスモス学級の３名による野菜づくりは、学校の空地の石をの
ぞく所から始まりました。登校した日には、毎日畑に行って水
やりや草取りに精を出し、とれた野菜で調理体験もしました。
また「みんなが登校した時に花で迎えられるように」と、玄関
脇に花を育てています。取り組みをまとめた壁新聞で受賞した
時は、全校が彼らに拍手を送ってくれました。
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熊本県・益城町立益城中学校

笑顔と自信が生まれた農業・園芸体験
特別支援学級の、荒れ地の開墾から会食まで　

データ　
熊本県益城町立益城中学校
熊本県上益城郡益城町惣領900番地  
☎096-286-2025
生徒数：628名（コスモス学級３名）
畑の場所：学校敷地内の空地
活動時間：授業および毎日の水やり
担任：村枝直樹先生

空地での野菜づくり

玄関前を花で飾る

子どもファーム・ネット　中学校優良事例  5-１

  秋　ノースポールの苗づくり
学校敷地に自然に生えていたノース
ポールをとって、ポットに植えた　

  秋　花壇づくり
自分たちで買ってきた苗で、きれい
な花壇をつくった　　

  春　荒れ地の開墾   大きな石がごろごろ出てきた

  春　看板づくり
カラフルな色で仕上げた

【コスモス学級での取り組みの意義】
協力して食べ物をつくる～食べるという

プログラムは、生徒が将来の自立した生活
を目指す上で、技術面、精神面ともにとて
も大きな力になったと担任の先生は言う。

時間を区切り集中して行う作業、目的の
ある計算や計量、つらくても責任を持って
こなさなければならない役割分担。それを
乗り越えての収穫の喜び。

自分が作ったものを調理し、保護者を招
いてふるまい「おいしいね！」と言われた。

それらの体験を、時間をかけて話し合い
ながらていねいに壁新聞にまとめた。その
作品が賞をとり、学校の他の友達から「す
ごいね。がんばってるね」と言われ、学校
に行くのが楽しくなった。

「畑づくりを通して生徒たちが変わった。
自信にあふれてきた」と先生は言う。「学
校が楽しいと言ってくれる」と、保護者も
喜んでくれているという。

●花植えに込めた生徒の想い　
「これから冬に咲くノースポールを、玄

関口の手すりに飾っていく予定です。登下
校をする生徒や、散歩をする地域の方々に
喜んでもらったらうれしいです。花を飾っ
たら、もっと明るく、心がいやされると思
います。これから手すりにいっぱいの花が
咲くのが楽しみです。春や夏にも、季節の
花を植えて行こうと思います」（生徒の書
いた壁新聞より）

夏　夏野菜の収穫
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